
⑥認定こども園の老朽化 
・施設数は多くないが、3施設とも築30年以上を
経過している。 

大規模な府営住宅が 
集積している。 

放課後児童会の専用施設化 

小規模校 

市立の幼稚園と保育所は併設
しており、認定こども園として
整備されている。 

図書館は近隣7市で広域利用を行っている。 

学校給食センターを新築 

地域実態マップ 

 交野市はくらじ・こうづ・きさべ・いわふね・ほしだの5つの地域に分かれており、広域対応

の施設は主にきさべ地域に配置されています。その他の4地域は学校施設が施設保有量の大きな

割合を占めており、大きな施設はほとんど配置されていません。市全体では、市役所や学校のほ

か、各地域に分散配置されている集会所や認定こども園といった施設の老朽化が進んでおり、建

て替えや再配置の検討が必要となっています。 
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地域住民１人当たり

②文化施設等の機能の
重複 
・ホールなどを保有する文化
施設が3施設あり、集会施設
などとの機能の重複がある。 

⑤学校施設の老朽化 
・小学校、中学校ともに大半
の施設が築30年以上を経
過している。 
・長宝寺小学校は小規模校
となっており、また12学級の
小学校が5校、13学級の小
学校が1校ある。 
・放課後児童会はふれあい
館から学校内への整備が
進み、現在は10施設が小学
校の敷地内となっている。 

④集会施設の点在 
・地域コミュニティに対応し
た小規模な集会施設が多
数あるが、老朽化している
施設が多くなっている。 
・施設の配置バランスで地
域による偏在が考えられる。 

地区集会所への転用 

ほしだ地域には市の3分の1の人口が 
居住しており、施設保有量も2番目に多い。 

①庁舎施設の老朽化と
機能の分散 
・市役所は築45年、星田出
張所は築40年を経過してお
り、老朽化が進行している
と考えられる。 
・また、本庁舎、別館、第2
別館や青年の家、星田出
張所に機能が分散している。 

③市営住宅の老朽化 
・4施設とも小規模であるが
築60年を超えており、今後
のあり方の検討が必要であ
る。 
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